










要約 

サーファクタント補充を行なった 22 例の RDSを対象として,左心機能の経時的変化を検討

した。経過中 PDA を合併した PDA(+)群 12 例(GA:27.6±2.9W,BW:1141±444g,M±SD)と,動

脈管の自然閉鎖を認めた PDA(一）群 10 例(GA:29.2±3.3W,BW:1482±472g)を比較した。左

室拍出量(LVO)は PDA（+)群において生後 36,48 時間に有意に増加し,Total systemic 

vascular resistance(SVR)は生後 36,48 時間に有意に低下を認めた。この結果は生後 36,48

時間に動脈管を介する左→右 shunt が増加するためと考えられた。また,LVO が生後 36 時

間以降持続的に 400m1/min/kg 以上を呈した症例は動脈管結紮術を必要とした。このことは

PDA の治療時期や方法を決定する際,LVO の経時的計測値がその判断の 1つの指標となるこ

とを示唆すると考えられた。 


